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善意で貧困はなくせるのか? : 貧乏人の行動経済学 

 

第一線で活躍する経済学者・研究者が、世界で最も根強い問題を解決するための革命の最前

線からレポートです。世界の貧困に関しては、人々は情熱的で二極化しています。一方では、

より多くの資源を投資する必要があります。もう一方では、私たちは過去 50 年間に何十億

ドルもの資金を投じてきたが、ほとんど何も達成できていません。ディーンとジェイコブは、

これらの 2 つの極端の間に楽観的かつ現実的な道を開拓する全く新しいアプローチを提示

します。この本では、カーランとアッペルは、行動経済学と世界的なフィールド調査を組み

合わせています。彼らは経済理論が現実の生活と衝突するアフリカ、インド、南アメリカお

よびフィリピンを渡る村にそれらと読者を連れて行きます。彼らは、人間の不合理性を考慮

に入れた銀行、保険、医療、教育、および他の開発イニシアチブにおける小さな変化が、劇

的にどこでも貧しい人々の幸福を向上させることができる方法を示しています。先進国の

私たちは、自分たちの生活を大幅に改善する方法を発見しました。私たちは新しいツールを

使って、より賢く過ごし、より多くの節約をし、より良い食事をし、私たちが想像している

ような生活を送ることができるようになっています。これらのツールは、貧しい人々にも同

じことができる。カーランとアッペルの研究と親しい同僚たちの研究は、その方法を正確に

示しています。アメリカだけでも、個人の寄付者は、企業、財団、遺贈を合わせた額の 3 倍

の年間 2,000 億ドル以上を慈善事業に寄付しています。本書は、貧困削減のために何が本当

に効果的なのかを理解するための新たな方法を提供しています 
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